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厚 生 委 員 会 

 

日 時 平成２１年９月８日（火）午前１０時００分開会－午後１時１１分閉会 

場   所 役場３階 第２委員会室 

 

出席委員 中原委員長、奥野副委員長、川端、和田、出口、田代、竹内 

      谷本議長、小川副議長 

 

欠 席 委 員 なし 

 

傍 聴 議 員 鍛治、反保、辻下（文）、辻下（正） 

 

出席理事者 石田町長、白井住民部長、波戸元住民部住民生活課長、吉田住民部税務課長、 

      萬谷住民部税務課長代理、古橋住民部保険年金課長、阪本住民部保険年金課長代理、 

      寺田（晃）住民部税務課課税係長、芦田福祉部長、南福祉部理事兼高齢福祉課長、 

      入口福祉部副理事兼地域福祉課長、串山保健センター所長、 

廣田福祉部子育て支援課長、立石深日保育所長、岩田福祉部地域福祉課福祉係長、 

寺田（武）福祉部子育て支援課子育て支援係長、中口総務部長、 

四至本総務部行財政改革課長 

 

案   件 

     （１）付託案件について 
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（午前１０時００分 開会） 

中原委員長 皆さん、おはようございます。 

ただいまから、厚生委員会を開会します。 

本日の出席議員は７名全員出席です。 

理事者についても全員出席です。 

定足数に達しておりますので、本委員会は成立しました。これより厚生委員会を開きま

す。 

なお、理事者から報告案件がありますので、委員会終了後、引き続き協議会を開催しま

す。よろしくお願いします。 

９月２日の本会議において、本委員会に付託を受けました案件１０件の審査を行います。 

それでは、これより議事に入ります。 

なお、発言者については、必ずマイクのスイッチを入れてから発言をお願いします。 

また、質疑についての理事者の答弁は所属部署と氏名を言ってからお願いします。 

議案第６４号「平成２１年度岬町一般会計補正予算（第２次）の件」のうち、本委員会

に付託された案件について議題とします。 

本件について、担当課から説明を求めます。 

廣田福祉部子育て支援課長 それでは、平成２１年度岬町一般会計補正予算（第２次）の件のうち、

当委員会に付託されました案件についてご説明いたします。委員会資料の１ページをご参

照ください。 

歳入ですが、分担金及び負担金、民生費負担金、児童福祉費負担金といたしまして、一

時預かり保護者負担金８０万９，０００円を増額補正するものです。 

内容につきましては、事前に資料として配付させていただきましたが、一時預かりの案

内を配付させていただきましたが、１０月から始めます一時預かり事業に伴う保護者負担

金です。この事業は、保護者の傷病、就労、リフレッシュ等のための一時保育を目的とし

て、１歳以上就学前の児童を対象に、子育て支援センターで平日の午前９時から午後５時

の間で児童をお預かりします。定員は４名で、３歳未満児と３歳以上児のそれぞれ１名が

１日利用したと想定して歳入を見込んでいます。 

次に、国庫支出金、民生費国庫補助金、児童福祉費補助金として、２１年度版子育て応

援特別手当が支給されるに当たり、子育て応援特別手当事務取扱交付金１３４万２，００

０円、子育て応援特別手当交付金１，３３２万円、計１，４６６万２，０００円を増額補
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正するものです。 

内容といたしましては、子育て応援特別手当支給事業費に充当いたします。 

串山保健センター所長 衛生費国庫補助金、保健衛生費補助金としまして、５６１万１，０００円

を増額補正するものです。 

内容につきましては、今般、国の経済危機管理対策の一環として創設されました女性特

有のがん検診推進事業として実施する検診手帳及び無料クーポン券配付事業に充当する補

助金です。 

廣田福祉部子育て支援課長 府支出金、民生費府補助金、児童福祉費補助金といたしまして、子育

て支援対策臨時特例交付金、安心こども基金８７万円を増額補正するものです。 

内容につきましては、歳出で出てまいりますが、子育て応援特別手当支給事業費のうち、

システム改修費に充当いたします。 

串山保健センター所長 衛生費府補助金、保健衛生費補助金としまして、８８万４，０００円の増

額補正を行うものです。 

内容につきましては、国の緊急自殺対策事業としまして、このたび創設されました地域

自殺対策緊急強化基金事業に充当するもので、地域で実施する自殺予防の啓発及び相談事

業について、交付金として歳入するものです。 

以上、当委員会付託分としまして、合計２，２８３万６，０００円の増額補正を行うも

のです。 

吉田住民部税務課長 続きまして、歳出です。総務費、徴税費、賦課徴収費の町民税過誤納返還金

ですが、補正前の予算３００万円に対しまして今回２００万円を計上し、５００万円とす

るものです。 

補正予算の内容は、個人町民税につきまして、所得税の確定申告及び申告等の更正によ

るものです。 

また、法人町民税につきましても、確定申告に伴い、前年度の中間申告で納付済みの税

額の一部に還付が生じたものです。 

以上です。 

入口福祉部副理事兼地域福祉課長 民生費の社会福祉総務費で障害者福祉費といたしまして、補正

予算額１，１３６万５，０００円でございます。 

内容といたしましては、前年度実績に基づく精算金で、国と府合わせまして４件分でご

ざいます。それを増額補正するものでございます。 
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以上です。 

南福祉部理事兼高齢福祉課長 老人福祉費、介護保険特別会計繰出金として１１９万７，０００円

の増額補正でございます。 

内容については、介護保険と国民健康保険における高額介護合算療養費の計算事務等を

国保連合会に委託することに決定したことに伴い、データ交換が可能となるようにシステ

ムを改修するものです。 

以上です。 

古橋住民部保険年金課長 続きまして、老人医療助成費、老人医療助成費（府制度）として１３７

万８，０００円を計上いたしております。 

内容といたしましては、前年度の医療費の確定によります精算分として、老人医療府補

助金を返還するものでございます。 

入口福祉部副理事兼地域福祉課長 続きまして、民生費、障害者医療助成費でございます。補正予

算額が８７万円でございます。前年度実績に基づく府補助金の精算金でございます。増額

補正するものでございます。 

以上です。 

廣田福祉部子育て支援課長 ひとり親医療助成費といたしまして、前年度実績に基づく府補助金の

精算金で、返還金８万円を増額補正するものです。 

続きまして、児童福祉費、児童福祉施設費、保育所維持補修費として、１５８万６，０

００円の増額補正をするものです。 

内容といたしましては、淡輪保育所の扇風機火災に伴う経費で、紙おむつなどの消耗品

費４，０００円、０歳児室の畳替えの経費として修繕料１７万９，０００円、消火器薬品

詰替え手数料４，０００円、清掃業務委託料４万６，０００円、機械器具費１２９万９，

０００円で、この経費は扇風機火災が扇風機の経年劣化によるものと判明したため、淡輪

保育所、深日保育所、こぐま園、子育て支援センターの扇風機を一斉点検し、扇風機の取

りかえを行うための経費です。 

次に、０歳児室のおもちゃ代として、庁用器具費が５万４，０００円です。 

続きまして、一時預かり事業として、１７３万９，０００円を増額補正するものです。 

内容といたしましては、臨時職員賃金９７万２，０００円、遊具などの消耗品費１０万

１，０００円、光熱水費１０万３，０００円、医薬材料費２万５，０００円、給水設備な

どの保育所改修工事に係る経費３０万２，０００円、ジョイントマット、コーナーサーク
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ル、哺乳瓶保管庫などの庁用器具費２３万６，０００円です。 

財源内訳といたしましては、保護者負担金が８０万９，０００円、一般財源が９３万円

です。 

次に、乳幼児医療助成費といたしまして、前年度実績に基づく府補助金の精算金で返還

金２４万１，０００円を増額補正するものです。 

次に、子育て応援特別手当支給事業費として、１，５５３万２，０００円を増額補正す

るものです。 

内容といたしましては、２１年度版子育て応援特別手当の支給に係る事務経費で、臨時

職員賃金６３万４，０００円、普通旅費８，０００円、消耗品費３万６，０００円、印刷

製本費３万３，０００円、通信運搬費１０万４，０００円、子育て応援特別手当システム

改修委託料１３９万７，０００円、子育て応援特別手当支給補助金１，３３２万円です。 

財源内訳といたしましては、国庫支出金が１，４６６万２，０００円、府支出金８７万

円です。 

以上です。 

串山保健センター所長 続きまして、衛生費、保健衛生費、保健事業費、地域自殺対策緊急強化事

業に係る経費といたしまして、８８万４，０００円の増額補正を計上いたしております。 

内容としましては、歳入でご説明させていただきました地域自殺対策緊急強化事業交付

金を活用いたしまして、対面型相談支援事業や普及啓発事業を行うものです。 

経費の内訳といたしましては、専門相談員の報償費９万２，０００円、研修に参加する

ための旅費として１万円、パンフレット等啓発グッズの作成や購入のための消耗品費５３

万７，０００円、庁用器具費といたしまして２４万５，０００円、これは資料作成のため

のノートパソコン１台、健康相談用のデジタル血圧計の購入を予定いたしております。 

続きまして、同じく保健事業費としまして５７３万４，０００円の増額補正を計上いた

しております。 

内容につきましては、こちらも歳入でご説明させていただきました女性のがん検診推進

事業補助金を活用しまして、女性特有のがんであります子宮頚がん及び乳がん検診の受診

率向上を図るために、特定の年齢の方を対象として無料クーポン券の配布及び検診手帳を

送付し、啓発事業を実施するものです。 

経費の内訳としましては、集団検診に係る看護師等報償費１９万３，０００円、検診手

帳購入のための消耗品費２８万円、問診票印刷費として１２万３，０００円、クーポンを
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郵送するための通信運搬費としまして１７万４，０００円、検診委託料としまして、子宮

がん２３０万４，０００円、乳がん２６０万２，０００円、がん検診給付費として５万８，

０００円、これにつきましては、４月から９月までに受診された対象者の方への自己負担

金の還付分として計上いたしております。 

財源内訳としましては、１０分の１０国庫補助事業となっておりますが、今のところ、

問診票印刷費が補助対象外となっていることから、１２万３，０００円を一般財源として

計上いたしております。 

以上、当委員会付託分といたしまして、４，０６０万６，０００円の増額補正を行うも

のです。説明は以上です。 

中原委員長 委員の皆さん、質問はございませんか。 

出口委員 今の串山所長の説明の中で、がん検診の受診者は、岬町でどれぐらいの方がおられるの

か。それとともに乳がんと子宮がんにかかっている方が何人ぐらいおられるのか。それを

ちょっとお聞きしたいと思います。 

串山保健センター所長 対象者ですが、子宮がん検診につきましては２０歳から４０歳までの５歳

ごとの年齢の方となっておりまして、合計で５１８人、乳がん検診につきましては４０歳

から６０歳までの５歳ごとの節目年齢の方が対象となっておりまして、６７６人、この

方々が対象となっております。 

現在のがん検診の受診者の状況ですけれども、乳がん検診が直近の２年間としまして平

成１８年が８．８％、１９年度が９．５％となっております。子宮がん検診が１８年度が

１１％、１９年度が１１．５％、目標は５０％を目標に実施をしていきたいというふうに

思っております。 

以上です。 

出口委員 この中で、一般財源で問診票のために１２万３，０００円の個人負担がかかるというふ

うに今、説明されたと思いますけれども、これは当然個人負担の考え方と思いますけれど

も、１２万３，０００円がなぜ個人負担になったのか、その辺はどういう関連ですか。 

串山保健センター所長 問診票の印刷費が現在のところ対象経費の補助対象外ということになって

いますけれども、がん検診として問診票は必ず必要となりますので、国に対しては必要な

物品であるということで各市町村から要望しております。最終的には補助対象に含まれる

かなというふうな大阪府の担当者の方の助言のほうはいただいておりますので、自己負担

を求めるということはない予定です。 



 

7 

以上です。 

芦田福祉部長 委員長、ちょっと補足させてもらってよろしいでしょうか。 

委員会資料に１２万３，０００円と書いてあるのは補助金の対象にならない費用を一般

財源で賄うということであって、これを個人に負担を転嫁するということで書いてある数

字ではありません。 

中原委員長 ほかに質問、どうぞ。 

和田委員 この１ページの一時預かり保護者負担金となってるんですけども、これは９時から５時

までの１日で４，０００円、半日であれば２，０００円となってるんですけど、この事業

についてはこれが初めてですかということと、４，０００円と２，０００円の基準はどこ

からはじいてきたのかということと、１日当たり４名というのは、半日と１日とを合わせ

て４名になったのか、その点、３点ちょっとお願いします。 

廣田福祉部子育て支援課長 一時預かり事業につきましては、１０月から開始いたします新規事業

です。 

使用料の設定についてなんですけれども、まず４，０００円の１日利用の単価のところ

からご説明を申し上げたいと思います。利用料金の設定に当たりましては、事業実施に係

ります年間経費を算出いたしました。年間経費、事業費として考えておりますのが人件費

２名分、消耗品費、医薬材料費、電気代等を総合いたしまして、３３０万４，８００円を

１年間の総事業費として算出いたしまして、その２分の１に当たる１６５万２，４００円

を受益者負担としていただくことといたしました。 

あと、３歳未満の利用料金４，０００円と３歳以上の利用料金２，８００円の比率につ

いてなんですけれども、こちらにつきましては、町民税課税世帯の保育料徴収基準額の比

率を採用いたしまして、保護者負担額をおよそ３対２として想定しております。３歳未満

の保育料が１日利用が４，０００円といたしましたので、半日利用で２，０００円と設定

をいたしました。 

利用人数の４名についてなんですけれども、半日利用、１日利用を合わせまして定員は

４名といたしております。 

以上です。 

和田委員 ３３０万円年間要るとして１６５万円はわかるんですけど、この１日預かるのに４，０

００円はちょっと高いのでないのかなと思ったので聞かせてもうたんですけど、これはや

っぱりもう４，０００円と２，０００円と２，８００円と１，４００円ですか、やっぱり
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これだけは出さないと預かれないということですか。 

廣田福祉部子育て支援課長 １０月から、今年度につきましては試行という形で実施をさせていた

だきたいと思っておりまして、他町のほうの一時預かり事業の利用者数を確認というか、

問い合わせいたしましたところ、平均５０％の利用があるということで、２名の利用を設

定いたしておりますが、１０月以降の利用状況によりまして、また柔軟に利用料金につい

ては設定してまいりたいと考えております。 

和田委員 この同じページですけど、地域自殺対策緊急強化事業交付金ですけど、自殺というのは

なかなか難しい問題やし、「自殺したらあかんぞ」というＰＲですか、そんなことをする

のもなかなか難しいことやろうなと思っているんですけども、これに専門相談員ですか、

年に何人かやっぱり相談に来てくれる人がおるんですか。 

串山保健センター所長 自殺対策事業における対面型相談事業として現在計画していますのは、臨

床心理士さん、心の相談、カウンセリングを受ける専門の方を保健センターのほうにおい

でいただきまして、６回、対面型で健康相談、心の悩み相談を行う予定といたしておりま

す。 

自殺の原因は本当に奥が深いですので、現在、実施をされています法律相談等いろいろ

な相談の場所等のご案内もあわせてさせていただく予定としております。 

以上です。 

川端委員 ちょっと何点か聞きたいんですが、順番に今言われた地域自殺対策緊急強化事業に関連

してなんですけれども、岬町民でしたら、こういうことが今までにあったということは考

えられるんでしょうか。そういう被害者としてね。 

中原委員長 自殺の件数が実際にあったかということでしょうか。 

川端委員 件数になるわけなんだけれども、これは本当に全国的に今すごく問題になっていること

なんですけれども、岬町でもこういうようなことがあったのか。ちょっと質問もしにくい

んですけど、何かそういうふうなことも考えることとしてはあるんですか。 

串山保健センター所長 警察庁及び警察本部が統計をとりました２０年度のデータで件数のほうは

公表されていますので、その点についてお答えさせていただきたいと思います。 

岬町では１９年度、４人の方、１８年度におきましては１２人の方、単年度ですと凹凸

があるということで、２００３年から２００７年度の年平均というのが公表されていまし

て、男性が年に５．４人、女性が年に２．２人、全国を１００とした場合の標準化死亡比

というのが男性が１３８．６、女性が１２２．３ということで、全国平均よりは高いとい
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うデータが出ています。 

以上です。 

川端委員 ありがとうございます。 

何か全然、住んでいたらそういうことが岬町で起こっているということを本当に感じな

いままに来ていたわけですけれども、実態はそうでないということも認識していかなけれ

ばいけないのかなというふうに今の答弁で感じました。 

それとあと、臨床心理士の方と対面型で、お一人につき６回ケアされるということです

けれども、これはやっぱりあくまでもご本人ですか。法律相談なんかでも本人さんが同意

していくわけなんですけれども、やっぱりそういうことなんですよね。何というか予約と

いうか。 

中原委員長 実施の形態について、詳細にお示しいただけますか。 

串山保健センター所長 相談ですけれども、ご本人さんまたはご家族の方というような形で、まず

周りの方も様子の変化に気づいていただいたり、見守っていただいたり、適切な相談場所

につないでいただいたりというようなことの啓発をしていきたいというふうに思っていま

すので、もちろんご本人さんにおいでいただく、またはご家族の方、様子がおかしいとい

うことでご相談に来ていただくというので、全体で支えていくということが大事かなとい

うふうに思っています。 

以上です。 

川端委員 これについては、最後にさせてもらいますけれども、多分そのために今回、消耗品で５

３万７，０００円となっているのが、そういうパンフレットを作成して地域の方にもこう

いうことをいろいろとわかってもらおうということかなと思うんですけれども、今本当に

ひとり住まいの方も多いので、自殺しようと思う人がみずから相談してくれたら一番いい

んですけれども、それって本当に難しいかなと思うし、またご家族が心配して相談してく

れたらいいんだけれども、それもなかなかね。ご家族がいたらいいけれども、きちっとた

くさんご家族がいてたら、こういうことも起こらないかなということも思うし、やっぱり

そういうところをもっともっと地域の中で気をつけるように、やはり地域の力というのも

大事だと思いますので、その点も今後につけてはさらに取り組んでほしいなということを

要望しておきます。 

それとあと、一時預かり保育のことなんですけれども、本当にこれについては皆さんが

待ち焦がれていて、やっとできるということで本当にうれしいことなんですけれども、先
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ほどからも、この利用料金について、何かこれが正当な他の市町村にしてもこのぐらいの

金額であるかと思うんですけれども、なかなか例えば３歳以上、就学前の人については、

課税世帯の保育料からこの金額を算出しているとなっていますので、例えば低所得者や非

課税世帯の人たちについては、減免制度というのか、そういうことも今後については考え

ていってくれるのかなということで質問します。 

廣田福祉部子育て支援課長 私の説明に不行き届きがあったのか、利用料金の４，０００円、２，

８００円の３対２の比率に対しましては、保育料の町民税課税世帯の基準を適用させてい

ただいたということです。単価の割り出しにつきましては、先ほど説明させていただきま

したように、総事業費のほうから利用人数で割り戻して計算をしております。済みません。 

減免の制度についてなんですけれども、生活保護法の規定によります被保護世帯からは、

利用料は徴収しないものと定めております。そのほかに町長が特別な理由があると認める

ときには、これを減額し、または免除することができるというふうに要綱を設定しており

ます。 

以上です。 

川端委員 ありがとうございます。 

あと、女性のがん検診推進事業についてなんですけれども、４月から９月までに既に受

診されている人については還付ということですが、これはどんなふうにして周知されるの

かということと、５歳区切りの対象になる方には直接に送られるのですか。それとも自分

から申請しないといけないのですか。 

串山保健センター所長 この事業の周知方法ですが、６月３０日現在を基準といたしまして、がん

検診台帳を作成いたす予定です。９月末には、対象者全員の方に検診手帳とともに無料ク

ーポン券及び受診された方に対しては、還付をする旨のご案内をあわせて個人通知をする

予定としております。ですので、皆様方に個人通知でお知らせをしますし、あとは岬だよ

り１０月号にも事業を始めるという旨の広報を掲載する予定とさせていただきたいと思っ

ております。 

以上です。 

川端委員 それでもって大体受診率というのが、もしこの対象の方がきちっと全員漏れなく受診さ

れた場合には、受診率がどういうふうに変わってくるのか。それでも、５０％は厳しいの

ですか。 

串山保健センター所長 すべての方が受診をされましても、ほかの対象となる年齢の方々もともに
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意識を高めていただいて、受診率が上がるのを期待しておりますけれども、一気に今年度

５０％は難しいかなというふうに見込んでおります。 

以上です。 

出口委員 戻って申しわけないんですけど、先ほどの地域自殺対策緊急強化事業なんですけれども、

実は、この事業をやるに当たって、自殺者はなぜでるのかということに対して、どういう

考えを持っておられるのか。この原因ですけれども、他市町村では、やはり多重債務とか、

もしくはうつ病とか、そういう方々からのそういうふうな相談も多いというようにも聞い

ておりますので、私もこの事業をやるのは結構なことですけれども、その前にやはり多重

債務者の保護とか、うつ病のほうを先に考えていかないと、この事業が成り立っていかな

いのではないかなと、その原因を先につかまないと自殺者は減らないんではないかと思い

ます。 

なぜかといいますと、岬町でもたくさんのうつ病の方がおられます。失業されたり、会

社の人間関係がいろいろあって、うつ病になって自殺を考えるとか、そういう方々が岬町

でも多数おられます。そういう根本的なことから行政は考えていかないと、この事業を余

りやる意味がないのではないかなというように私は思いますけど、どのように行政は考え

ておられますか。 

串山保健センター所長 自殺の原因という点ですけれども、岬町単独での原因というのは把握がで

きていませんけれども、こちらの大阪府警の２０年度統計で出たものでいきますと、亡く

なられた方、大阪府２，１２８人のうち、１，６２０人の方の複数回答が得られておりま

す。男性では、１番に多いのが健康問題で６１４人、続いて、経済・生活問題４５７人、

続いて、家庭問題１３８人、続いて、勤務問題１０３人、続いて、男女問題３７人という

ことで、女性におきましては、１位が健康問題４６５人、家庭問題７７人、経済・生活問

題４４人、男女問題３８人、勤務問題１７人ということで、ともに健康問題が最も多いと

いう結果が出ています。 

しかし、それに加えていろいろな問題等、単独ではないということも専門の先生からお

聞きしております。岬町の自殺指数も全国平均に比べて多少多いということもありますし、

ぜひこの実態を多くの方に知っていただいて、なかなか一つの原因では解決しないことが

あると思いますけれども、まず健康問題という点では保健センターでぜひお受けしたいと

思いますし、ほかの問題につきましては、いろいろな先ほども言いました多重債務者相談

でしたり、あとは生活支援相談、就労相談、法律相談、そういったいろいろな場所に必要
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な相談先におつなぎをするということで、地域で本当に支えて自殺者の方々を少しでも思

いとどまっていただきたいというふうに思ってこの事業を取り組むことにいたしましたの

で、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

出口委員 説明ありがとうございます。よく理解できます。 

私自身が議員をさせていただいて感じたことは、個人情報がありまして、家庭内のこと

をさらけ出すのは非常に難しい問題だと思いますけども、私はうつ病に関しまして、四、

五名の家庭の方と夕方から朝の４時、５時まで話をさせてもらうんですけれども、やはり

知識の少ない我々議員よりかは、行政のほうでそういうふうな対策の窓口、相談窓口を設

けてもらうことが必要と思いますので、よろしくお願いします。 

竹内委員 歳出のところの保育所維持補修のところで、淡輪保育所での扇風機の漏電というんです

か、老朽化の火災ということで、ほかのところも見直して深日地区では１３０万円弱あが

っておるんですけれども、扇風機購入に当たっては、入札とかそういう形をとったのかど

うかというのと、ここの予算とは関係ないんですけど、今、保育所に対して入所待ちの方

はおられるのかどうかというその２点だけお聞きします。 

廣田福祉部子育て支援課長 扇風機の購入に当たっての入札の件ですけれども、補正予算が通りま

してから入札を予定しております。 

保育所の入所待ちのことについてですけれども、現在、入所を待っていただいている児

童の方はいらっしゃいません。 

以上です。 

中原委員長 ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 なければ、これで質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

まず、反対討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 次に、賛成討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 
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議案第６４号「平成２１年度岬町一般会計補正予算（第２次）の件」のうち、本委員会

に付託されました案件について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

中原委員長 満場一致です。 

よって、議案第６４号のうち、本委員会に付託された案件は可決されました。 

続きまして、議案第６５号「平成２１年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第２

次）の件」を議題とします。 

本件について、担当課から説明を求めます。 

古橋住民部保険年金課長 平成２１年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第２次）につきまし

て説明させていただきます。資料は４ページでございます。 

補正予算の概要といたしましては、後発医薬品、いわゆるジェネリック医薬品の普及・

促進経費及び前年度医療費の確定等に伴う国庫負担金等の返還金で、歳入歳出それぞれ１，

４３７万４，０００円を補正するものでございます。 

まず、歳入についてご説明をさせていただきます。 

国庫支出金、国庫補助金、財政調整交付金といたしまして、ジェネリック医薬品の普

及・促進経費に充当するための特別調整交付金３８万９，０００円を計上いたしておりま

す。 

次に、療養給付費交付金、療養給付費交付金といたしまして、退職者医療交付金１，３

１９万３，０００円を計上いたしており、前年度の退職被保険者等に係る医療費の精算に

伴い精算交付されるものでございます。 

続きまして、繰越金、繰越金といたしまして、前年度繰越金７９万３，０００円でござ

いますが、国庫負担金等の返還金に充当するものでございます。 

続きまして、歳出についてご説明をさせていただきます。５ページでございます。 

保健事業費、保健衛生普及費、特別対策事業費として、３８万９，０００円を計上いた

しております。 

内容といたしましては、ジェネリック医薬品の普及、促進を図るための後発医薬品、ジ

ェネリックの希望カードの購入費用でございます。この希望カードは、ジェネリック医薬

品の利用をお医者さんや薬剤師にお願いしにくい場合などに保険証とともに医療機関等の

窓口で提示をしていただくことにより、円滑にジェネリック医薬品が処方されるようお願

いをするもので、患者負担の軽減や医療費の適正化に寄与すると考えております。 
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続きまして、諸支出金、償還金及び還付加算金、償還金といたしまして、１，３９８万

６，０００円を計上いたしております。前年度医療費の確定等に伴う精算分として、国民

健康保険療養給付費等国庫負担金１，３１９万３，０００円、大阪府老人等医療費波及分

補助金５９万３，０００円、特定健康診査等国庫負担金及び府負担金をそれぞれ１０万円

となっておりまして、いずれの補助金も返還する内容となっております。 

説明は以上でございます。 

中原委員長 委員の皆さん、質疑ございませんでしょうか。 

和田委員 ５ページの特定健診について、この特定健診で関西電力の前で健診していただいて大勢

の住民の皆さんが来ているんですけど、例えば、レントゲンとってくれたりするけど、普

通の医者でしたらレントゲンをとってくれないと。特定健診の中でレントゲンをとってく

れるのに、ほかの普通の医者へ行ったらこれはなしやというのは、あれは何でそうなるの。

全部のお医者さんで、できるようにしてもらわれやんの。 

古橋住民部保険年金課長 まず、特定健診につきましては集団健診、それと各医療機関で受診をさ

れる個別健診とこの２通りがございます。個別健診のほうにつきましては、特定健診のみ

をお願いをしております。それと集団健診につきましては、肺がん・結核検診と同時に受

診をできる体制を整えて受け皿を広めているということがございます。したがいまして、

集団健診の場合のみレントゲンというんですか、結核・肺がん検診も同時に受診をしてい

ただけるという体制で進めておるところでございます。 

和田委員 集団健診のときというのはわかるんやけど、その集団健診でどこの医者へ行っても、レ

ントゲンをとってもらえるようにならんのかということを聞いているんです。ある人から、

集団健診で関西電力の前に行ったら、とってくれますけど、他行ったらとってくれんのは

何でやという話を聞いているんでね。 

串山保健センター所長 個別健診でレントゲンをとれないのかという和田委員さんの質問ですけれ

ども。 

和田委員 集団健診で。とりあえず個人の医者でも町としてレントゲンをとるようにできないもの

かということで聞いているんです。 

串山保健センター所長 個別健診につきましては、医師会を開きまして、医療機関の先生方とご相

談しながら健診内容のほうを決めている状態となっております。現在のところ、医療機関

の先生方すべてでレントゲン検査が設置をされているという状況がありませんので、今の

ところ、結核と肺がんについては委託を受けないという先生方のご意向がございます。で
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すので、平等に集団も個別もあれば一番いいとは担当のほうも思いますけれども、これか

ら先生方のほうに要望として出していきまして、できることがあれば充実をさせていく方

向で検討はしていきたいと思いますけれども、現在のところはできないということでご理

解いただきたいと思います。 

以上です。 

和田委員 財政で費用がかかるからとめているのかなと思ったので、ちょっと聞かせていただきま

した。医者にもレントゲンないところもあるからな。はい、わかりました。 

中原委員長 ほかに質疑ありましたら、どうぞ。 

川端委員 このジェネリックの後発医薬品希望カード、これはみんな住民さんに配布されるんです

ね。それぞれが各人持っていくんですね。 

古橋住民部保険年金課長 この希望カードにつきましては、今の予定といたしましては、この１０

月の末に保険証が更新されますので、その保険証の中に同封をして、お願いのパンフレッ

トを入れて配布させていただこうと思っております。 

それを見て、ジェネリックを希望される方でお医者さんでちょっと言いづらいなという

方は、保険証と同時にそれを窓口に提示をしていただいて、またお医者さんとご相談をし

ながらジェネリック医薬品に切りかえていただきたいという趣旨のものでございます。 

川端委員 そしたら、ほかにできるだけ新しい新薬品でなくても、別にこの後発でもきき目にかわ

りはないんだから、これをできるだけ皆さんが協力してくれたら医療費も大分抑制される

と思うんですね。だから、その辺をやっぱりしっかりと啓発と言ったらいいのかな、皆さ

んにやっぱりわかっていただくようにしていかなあかんと思うのですけれども、ただ保険

証の中にちょっと説明だけを入れるぐらいでは、なかなか皆さん見ないんじゃないかなと

思うんですが、その辺どんなふうにお考えですか。 

古橋住民部保険年金課長 ジェネリック医薬品の普及、促進につきましては、この４月あるいは７

月の決定通知を送付する際に、ジェネリック医薬品についてのご説明なりの啓発の文書を

入れさせていただいております。医師会さんのほうにも協力をお願いして、ご理解をいた

だいているというふうに考えておりまして、またこのカードを配布する際には、そのカー

ドだけではなしに啓発のパンフレットも同時に入れさせていただいて、十分認識をしてい

ただいた上で個人さんの判断をしていただいて使っていただくようお願いするというふう

に考えております。 

和田委員 ５ページの国民健康保険療養給付費と国庫負担金返還金ですけど、これは返還するのは
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いいんですけど、療養給付費というか、高額医療のお金が入ってくるというか、そのえら

い恥ずかしい話やけど、もうちょっと説明をお願いします。 

古橋住民部保険年金課長 国民健康保険のまず財源なんですけれども、一つは医療費に対して交付

されるというものでございます。国保が負担をしている医療費といいますのは、お医者さ

んにかかった医療費、それと後ほどご本人さんにお返しをすべく支給をしている高額療養

費、それと鍼灸とかマッサージ等にかかる費用、全部の医療費に対して交付される交付金

でございます。 

和田委員 わかりました。 

とりあえず、１，３００万円もらえるんやね。 

中原委員長 ほかに質疑ありましたら、どうぞ。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ないようですので、これで質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

まず、反対討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

     ないようですので、次に、賛成討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第６５号「平成２１年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第２次）の件」につ

いて、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

中原委員長 満場一致です。 

よって、議案第６５号は本委員会において可決されました。 

続きまして、議案第６６号「平成２１年度岬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

次）の件」を議題とします。 

本件について、担当課から説明を求めます。 

古橋住民部保険年金課長 平成２１年度岬町後期高齢者医療特別会計予算補正予算（第１次）につ

きまして説明をさせていただきます。資料は６ページでございます。 
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補正予算の内容といたしましては、前年度中に返還できなかった後期高齢者医療の保険

料の返還金について補正をするものでございまして、歳入歳出それぞれ２４万８，０００

円を補正するものでございます。 

要因といたしましては、主に年金から保険料をお支払いいただいております後期高齢者

医療の被保険者の方が死亡等で資格が喪失したことにより、保険料の返還が生じた場合は、

社会保険庁からの通知を待って返還先を決定することとなっておりますが、社会保険庁の

通知が届くまでに時間を要したことから、２０年度中に返還処理ができなかった保険料の

返還金を返還するものでございます。 

まず、歳入でございますが、繰越金、繰越金といたしまして２４万８，０００円を計上

いたしており、歳出につきましては、諸支出金、償還金及び還付加算金、保険料還付金と

して、返還処理ができなかった保険料の返還金２４万８，０００円を計上いたしておるも

のでございます。 

説明は以上でございます。 

中原委員長 質疑ありましたら、どうぞ。 

出口委員 今、古橋課長の説明がございましたように、死亡された方ですね。特に岬町は高齢者が

多い中で、たくさん死亡されていますね。今回の返還金で、死亡された方の人数はどれぐ

らいなんですか。 

古橋住民部保険年金課長 今回、補正を計上させていただいておりますのは、特別徴収１６人分と

普通徴収１人分、合計１７人分でございます。 

出口委員 特別徴収と普通徴収、その辺の説明をちょっとお願いします。 

古橋住民部保険年金課長 特別徴収、いわゆる年金からの天引きによる方が１６人、それと普通徴

収、これは理由といたしましては、重複で納付されてきた方の分でございます。出納閉鎖

期間ぎりぎりに２回目が入ってきましたので、２０年度中に返還処理ができなかったとい

う普通徴収の方がお一人分、合計１７人分でございます。 

出口委員 ありがとうございます。 

中原委員長 ほかに質疑ありましたら、どうぞ。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ないようですので、これで質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

まず、反対討論ございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

中原委員長 次に、賛成討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第６６号「平成２１年度岬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１次）の件」に

ついて、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

中原委員長 満場一致であります。 

よって、議案第６６号は本委員会において可決されました。 

続きまして、議案第６７号「平成２１年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正

予算（第２次）の件」を議題とします。 

本件について、担当課から説明を求めます。 

南福祉部理事兼高齢福祉課長 平成２１年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２

次）の件についてご説明いたします。 

補正予算の内容といたしましては、介護保険システムの改修と前年度の介護給付費等の

確定に伴い、補正予算をするものでございます。 

委員会資料の７ページをご参照願います。 

まず、歳入でございますが、繰入金、一般会計繰入金、その他一般会計繰入金の事務費

繰入金として１１９万７，０００円の増額補正でございます。 

内容につきましては、介護保険システムの改修を行う必要があり、これに充当するため

に一般会計より繰り入れるものでございます。 

続きまして、繰越金として６，２５６万９，０００円の増額補正でございます。 

内容につきましては、前年度の給付費等の確定に伴う黒字額を繰り越すもので、後ほど

歳出に出てきます国、府、支払基金への前年度精算金としての支出と準備基金積立金に充

当するものでございます。 

続きまして、次のページをご参照ください。 

歳出についてご説明させていただきます。 

総務費、総務管理費、一般管理費の介護保険ＯＡ経費として１１９万７，０００円の増

額補正でございます。 
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内容については、介護保険と国民健康保険における高額介護合算療養費の計算事務等を

国保連合会に委託することに決定したことに伴い、データ交換が可能となるようにシステ

ム改修をするものです。 

続きまして、諸支出金、償還金及び還付加算金、償還金として２，００１万９，０００

円の増額補正でございます。 

内容につきましては、前年度の介護給付費等の確定に伴い、国、府、支払基金それぞれ

に対する精算還付金でございます。 

続きまして、基金積立金、介護給付費準備基金積立金として４，２５５万円の増額補正

でございます。 

内容につきましては、前年度の介護給付費等の確定に伴い、余剰金を基金に積み立てる

ものでございます。 

以上、委員会付託分６，３７６万６，０００円でございます。以上です。 

中原委員長 委員の皆さん、質疑ございませんか。 

出口委員 私は、この今の部分ではなくて全般的に教えてもらいたいんやけれども、今回８ページ

の介護保険のシステム改修委託料がございますね。この部分に関せずほかの部分でもなん

ですけれども、これは当然、業者の入札か、そういう形でいろんな業者を選択されるのか

と思うんですけれども、町全体としてもＯＡとかいろんな改良するシステムの電算の委託

料ですね、こういう部分が大変な比重を占めると思うんですけれども、これをもう少し改

良する余地はないんですか。この介護保険のＯＡの経費でも１１９万７，０００円という

形で、これはもう特別な業者でないとできない部分ですか。 

南福祉部理事兼高齢福祉課長 この介護保険システムでございますが、当初、この介護保険を円滑

に運営するためにシステム導入を行っておりまして、その行った業者がそれのノウハウ等

を持っておりますので、それに対しての一部改修ということで、同一の業者に随意契約と

いう形になるんですけれども、この部分の業務をお願いするという形になるものです。 

以上です。 

出口委員 今の説明で理解はできるんですけれども、業者は１社しかないんですか。何社もこうい

うふうなシステムの業者があるんではないですか。 

南福祉部理事兼高齢福祉課長 当初、そのシステムを導入するという時点におきましては何社かご

ざいまして、競争によりまして業者を決定しておるんですけれども、一旦そのシステムが

決まりまして、それに対するノウハウ等がその業者にあるということで、随意契約という
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形で業者を選定することになります。 

以上です。 

出口委員 多分この介護保険のシステムは、どこの業者でも国に対する請求とかそういう頼み方が

あって、多分同じ請求すると思うんですよ。そういうことで、随意契約という形の中で、

私の考え方が悪いのかもしれないけれども、やっぱりもう少し同じ介護保険システムを契

約するに当たって、その辺の内容の交渉をしてほしいと思います。これは要望です。 

田代委員 今、出口委員の関連なんですけれども、ちょっと南理事ね、今の随意契約の問題だけれ

ど、僕も詳しいことはわかりませんが、結果的には当初ＯＡ化するときに、落札した業者

にソフトを組んでもらうわけですね。そうなったら、他の業者とした場合、どうしてもそ

の業者のソフトをまた新たに組替えたりという問題があるから、これは随意契約をしてい

るのと違うの。その辺の説明をしてほしいんやけどね。私は、そのように理解してるので、

それならやむを得ないかなと。どうかな。 

南福祉部理事兼高齢福祉課長 今、田代委員から質問ございました。言われているとおりでござい

まして、このシステムを当初導入するという中で、何社かの中で競争によってここに決ま

るわけですけれども、そこと契約という形でそのシステムの運営を行います。ただ、今回、

一部改修という形になっておりますので、軽微な部分については随意契約という形で、も

しくは、そのシステム自身をまた全面的に改めるとなれば、また別の話になってきますの

で、以上でございます。 

中原委員長 ほかに質疑。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ないようですので、これで質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

まず、反対討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 続いて、賛成討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第６７号「平成２１年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２

次）の件」について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 
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（挙手全員） 

中原委員長 満場一致であります。 

よって、議案第６７号は本委員会において可決されました。 

お諮りいたします。 

暫時休憩することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

中原委員長 異議なしと認めます。 

暫時休憩いたします。 

再開予定は１１時１５分の予定です。 

（午前１１時０５分 休憩） 

 

（午前１１時１５分 再開） 

中原委員長 休憩前に引き継ぎまして、会議を再開いたします。 

続きまして、議案第７４号「平成２０年度岬町一般会計決算認定の件」のうち、本委員

会に付託された案件を議題とします。 

本件につきましては、本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略したい

と思います。 

また、歳入歳出をそれぞれ分けて審議したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

異議がないようですので、それでは歳入から審査に入ります。 

委員会資料の９ページから１４ページをごらんください。 

歳入について、質疑ございませんか。 

田代委員 担当にお尋ねしますけれども、滞納の滞納金と徴収率、いろんなもの、その辺をちょっ

と説明してほしい。 

吉田住民部税務課長 ２０年度における徴収率ですけれども、滞納分につきまして徴収金２，０４

８万４，０００円、これは調定額に対しまして１２．９％の徴収率です。ちなみに現年分

を申しますと、徴収金２４億７，６８０万１，０００円、徴収率は９８．２％です。 

以上です。 

中原委員長 ほかに質疑ありましたら、どうぞ。 
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出口委員 同じく滞納分の件で質問しますけれども、軽自動車税の滞納分は、これはどういうふう

な詳細と徴収率はどんなものですか。 

吉田住民部税務課長 軽自動車税の滞納分ですけれども、収入済額８７万９，４４０円、調定額に

対しまして１７．４％の徴収率でございます。 

出口委員 徴収率が１７．４％ですけれども、これはもう３年、４年前からの滞納分で残っている

部分がまだあるんですか。その辺はどうですか。 

吉田住民部税務課長 今申し上げましたのは滞納分のみの説明で、過年度、年度別の詳細資料を今

持ち合わせておりませんけれども、過去からの滞納分の積み上げでございます。２０年度

の滞納分は、今この中には含んでおりません。 

出口委員 過去からの積み上げだけれども、これは１７．４％の徴収率でしょう。ということは、

簡単にそういうふうにおっしゃるけれども、もう払わないほうがお得なんですかというこ

とになってきますわな。その辺どういうふうな努力をされているのかなというのをちょっ

と聞きたいです。 

吉田住民部税務課長 ご質問にはないんですけれども、現年分につきましては徴収率９４．９％な

んですけれども、滞納分につきましては滞納者の実態調査を行いまして、また財産等の調

査もさせていただいて、その上で各滞納者の方に納付を促しているという状況でございま

す。 

出口委員 実は、議員にならせていただいてからこの質問をずっとさせてもらっているわけなんで

すけども、毎回同じ回答なんですよ。今、課長がおっしゃったように、実態調査はどうい

うふうにやっているのか。実際、前に入口課長のときにも話をさせてもらったんですけれ

ども、もう現車がないのにまだずっと滞納金額で換算しているという部分、多々あるんじ

ゃないかなと。実際に会社が倒産してあって、その当事者もいない中で、まだ滞納金額を

そのままのせているというようなことも考えられるのではないかなということを何回もお

話ししているんです。その辺はどうですか。 

吉田住民部税務課長 今やっております実態調査につきましては、個人の方の場合でしたら年間の

収入、家族構成、財産等の調査をさせていただきます。それによって納付を促しているん

ですが、先ほど委員おっしゃられた、例えば法人の場合で既に倒産しているというところ

につきまして、一定の期間を置きまして不納欠損をせざるを得ないと。徴収の可能性がな

いものについては、そういうような形をとっております。 

出口委員 課長に何かしろと言うわけではないんですけれども、どなたも裕福な中で自動車を保有
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しているんじゃないんですよ。その税金を納付するのが町民の義務なんですわ。そうでし

ょう。納税は国民の義務ですわな。それを、生活に余裕がないからとか収入の問題とかそ

ういうことを含めて考えるんだったら、その方には車を持たないことを指導するのが行政

の役目ではないのかなと私は思うんです。 

だから、その辺ちょっと今の回答でしたら、ただ形はやってますよ、努力はしています

よというのは、もうあくまでも我々の質問に対する回答だけであって、私には誠意が伝わ

ってこないんですけどね。その辺はどうですか。 

吉田住民部税務課長 委員にはいろいろなご意見をいただいておりますけれども、日常精いっぱい

徴収に向けて最善の努力はやっているんですけれども、その中で、調査の結果、納付して

もらえるだろうと思えるところについては納付協議をお願いしている。もう実態もないと

か行方もわからないというところにつきましては、停止をせざるを得ないのかなと。 

それともう一つ議員がおっしゃられたように、車を持つことに関してということを言わ

れているんですけれども、車をお持ちになる、お持ちにならないということに対して、ち

ょっと私どものほうから口を挟むということはできませんので、その辺はご了解いただき

たいと思うんですが。 

出口委員 だからね、課長、軽自動車の車検は、新車の場合は３年。２年に一遍検査があるんです

よ。そのときに納税証明が必ず必要なんですよ。そういうところの対応をどないしている

のか。 

そしてまた、私も前回、前々回、入口課長が税務課長をされているときに、課長は夜遅

くまで、ある滞納者のところへ行かれて、小さいころから顔見知りの方でもきつく催促し

て分割でもとってくれましたわ。そういうふうなことが今、私の耳に入ってきますので、

形だけの数字上の資料だったらおかしいのではないかなと思うんですよ。一般の会社なら

とおらないことですよ。もう余りしつこく言いませんけれども、できる限り滞納分を徴収

してもらうように要望します。 

中原委員長 ほかに質疑ございませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 よろしいですか。 

では、以上で歳入についての質疑を終わります。 

続いて、歳出に入ります。 

なお、参考資料として各委員会所管内訳表を決算書に添付してありますので、あわせて
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ごらんください。 

まず、総務費に入ります。 

決算書４６ページの目、交通安全対策事業費、５０ページから５２ページの項、徴税費

及び５２ページ、５３ページの戸籍住民基本台帳費をごらんください。 

質疑はありませんでしょうか。 

竹内委員 ４６ページの交通安全対策事業費の工事請負の中の駐輪場整備工事というのは、どこの

駐輪場であるかというのと、５３ページの住基ネットで、私、毎回聞くんですけれども、

この発行枚数が、どれぐらいに増えたのかどうかというのを２点で結構です。 

中原委員長 以上２点、答弁を求めます。 

波戸元住民部住民生活課長 まず、１点目の４６ページの交通安全対策事業費の工事請負費、駐輪

場整備工事ですけれども、多奈川の駅前駐輪場におきまして、１９年度までの３９６平米

を賃借しておりましたが、利用台数が非常に減少しておりましたので、うち２６８平米を

南海に返還いたしました。これに伴い、借地の境界を明確にするためにフェンスのつけか

えを行ったものでございます。 

それから、２点目の住基カードの発行枚数でございますが、１９年度が６７枚、２０年

度が７５枚ということでふえております。また、ことしの４月から２３年３月まで無料の

期間となっておりますので、今も住基カードの申し込み、登録が非常にふえている状況で

ございます。 

以上です。 

中原委員長 委員の皆さん、ほかに先ほど申し上げた範囲の中で質疑ございましたら、どうぞ。 

よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 なければ、総務費の質疑を終わります。 

続いて、民生費に入ります。 

決算書の５６ページから７４ページをごらんください。 

ただし、６７ページ、６８ページの目、文化センター費はほかの委員会の所管ですので、

除きます。 

この範囲の中で質疑ございましたら、どうぞ。 

竹内委員 ６６ページの健康ふれあいセンターの需用費で、１４３万７，０００円ですか、これは

毎回ふれあいセンターで修繕費が出てくるんですけれども、どこの修繕費ですか。今回は
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何の修繕をしたんですか。 

入口福祉部副理事兼地域福祉課長 内容については、浄化槽のブロアー、バッキ槽へ風を送る送風

です。その修理代が１２９万１，５００円かかっております。それと、中ノ峠地区の共聴

アンテナのブースターの交換をしております。１４万５，９５０円となっております。 

竹内委員 ありがとうございます。 

中原委員長 よろしいですか。 

ほかの委員の皆さん、質疑ありましたらどうぞ。 

出口委員 ６６ページの一番下段の健康ふれあいセンター運営業務委託料ですね。これは年々ダウ

ンしていると思うんですけれども、これは、やはり運営が順調に進んでいるんですか。そ

の成果で運営業務委託料が下がってるんですか。その辺どうですか。 

入口福祉部副理事兼地域福祉課長 運営のほうは順調かといいますと、横ばい状況だと考えており

ます。２３年度に契約更新の年でもありますし、今後の状況等を検討させていただきまし

て、どういうふうに運営していくかということも検討していきたいと考えております。 

芦田福祉部長 ちょっと補足説明をさせていただきます。まず、金額の設定ですけれども、これは

毎年５０万円ずつ減額をしております。これは、当初の契約のときに５カ年契約で、５０

万円ずつ毎年減額をしていくという契約をしておりますので、それに基づいて減らしてお

ります。減らした分については指定管理者のほうで事業努力して、その分を利用者をふや

すなりして収入でカバーしてくださいとそういう対応でございます。 

出口委員 それはありがたいことですけれども、年々ピアッツァ５も古くなってまいります。そう

いう中で、３年前、２年前という中で修繕費の比率は上がってきていますか、それは横ば

いですか、どんなものでしょう。 

入口福祉部副理事兼地域福祉課長 償却期間がありまして、もう既に償却が済んでいる部分もあり

まして、部分的な故障が年々多くなってきていると思っております。 

出口委員 ということは、それだけまた負担額もふえてくるわけやね。 

入口福祉部副理事兼地域福祉課長 はい、そうであります。 

中原委員長 ほかに質疑ありましたら、どうぞ。 

田代委員 同じく関連ですけど、ふれあいセンターの指定管理者の問題なんですけれども、現在の

建物の借入金、２億円前後のお金を返しているように聞いているんだけれども、どれぐら

いあと残って、毎年どのぐらい返しているのかな。その辺わかったら、ちょっと教えてい

ただきたい。もし今すぐわからなかったら、後でも結構です。 
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入口福祉部副理事兼地域福祉課長 今、手元に資料がございませんので、早急に調べまして後ほど

説明させていただきます。 

中原委員長 では、返答は後ほどということで、ほかに質疑ありましたら、委員の皆さんどうでし

ょうか。 

川端委員 ７０ページの児童福祉施設費の保育所の関連のところなんですけれども、この４月から、

多奈川保育所の人たちが深日保育所のほうに行かれているんですけれども、いろいろと行

かれる中で、それまでには考えられなかったいろんな不備な点も出てきているかと思うん

です。保護者の方から、バスのことでちょっと言われることもあるんですけれども、その

辺で、もっとこういうふうに改善してほしいとかそういう声は直接には出てきてないのか

なということをお聞きします。 

立石深日保育所長 バスに関しては、今のところ、こういうふうに改善してほしいというお声は聞

いておりません。 

川端委員 バスでなくても、何かもっとこの辺をこうしてほしいとかいう声は全然ないですか。 

立石深日保育所長 はい。 

川端委員 以前に多奈川保育所をしめて、深日の保育所にということで、いろんな情報とかを聞く

という形で説明会というのを２回か３回か行ったと思うんですけれども、現実に通い出し

て、今皆さんが何か不備な点はないですかといった、皆さんの声を聞くといったってなか

なか思うとおりにはならないけれども、そういう会合を持っていただけるということは考

えられないんですか。部長、お尋ねします。 

中原委員長 答弁お願いします。 

芦田福祉部長 一応、多奈川保育所からこちらのほうの深日保育所に移られた方ということで、現

場の保育所のほうでも特に多奈川地区の方からの要望なり意見というものは聞かないとい

うことですので、今のところはそういうことは考えていないというのが現状です。 

ただ、バスの例えば、あそこは駐車場のところは非常に朝暑いとかそういう声は間接的

には僕は聞いているんですけれども、あとバスの便については、ちょっといろいろその時

間帯の設定について少し不満があるということは聞いているんですけれども、これはバス

の運行上のピストン運転をしておりますので、なかなかそれはちょっと協力していただく

しかないなというふうに考えております。 

以上です。 

川端委員 私のほうにも、そういった話を聞くんですけれども、ちょっと私も具体的にどうもわか
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らない面もありますので、またそういう保護者の方の要望があれば、そういった皆さんの

声を聞いていただける機会をとっていただけますでしょうか。 

芦田福祉部長 そういう声があれば、ぜひそういう機会も設定していきたいと思います。 

田代委員 川端委員が苦情はないのかということの質問で、私も同じような苦情を聞いておるんで

すけれども、それは統合したんだからいろいろと問題等はあろうかと思うんですけれども、

特に聞いておるのは、まず駐車場の問題。これは、どういう形で狭いのかということは余

り詳しくは聞いていないんですけど、まず駐車場が行事等のときに困っているということ。

それで代替地を借りているというような話も聞いておるんです。それともう１点は、この

夏は猛暑であって非常に暑かったので、クーラー等をお願いしたけれども予算上できなか

ったと、そういう苦情を私は保護者の方から聞いているので、川端委員がおっしゃるのは

同じようなご意見かなと思うので、その辺は今、部長はこれといってないと言うけれども、

そういう苦情はなかったか、その辺の確認をちょっとしたいんですけれども。 

芦田福祉部長 苦情の件について僕が聞いているのは夏は暑いということで、あそこの駐車場、多

奈川保育所の横の駐車場に少し日差しを避けるようなものができないのかなという声を間

接的には聞いております。 

それから駐車場の件につきましては、こちらのほうも今、深日保育所の横のところに駐

車場がありますけれども、それではカバーが足りないということで新たに駐車場を確保し

て、特にイベント等ではそちらのほうを利用していただくという形で、この間のイベント

もそういう形で運営をさせていただいたところです。 

以上です。 

田代委員 当時は深日保育所へ統合しても何ら支障はないと、スペースもあるし、駐車場のスペー

スもある。幼児教室等についても問題ないというようなことで、私は反対しましたけれど

も、統合に踏み切ったいきさつから、例えば暑いからクーラーをつけてくれという要望を

保護者のほうから言われていると思うんですけど、これは多分、所長が苦情としてとらま

えていただいたらいいんですけれども、そういう問題点があるなら、やっぱり川端委員の

おっしゃるように保護者の意見を十分聞いてあげてほしいということは、やっぱり担当に

私も要望しておきたいので、よろしくお願いします。もし答弁があれば、言っていただき

たいと思います。 

中原委員長 答弁ありましたら、どうぞ。 

芦田福祉部長 先ほどの川端委員のご質問にお答えしましたように、多奈川地区の保護者の方でそ
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ういう機会を設けてほしいという声があれば、私どももそれに積極的に対応していきたい

というふうに考えております。 

中原委員長 ほかに委員の皆さん、質疑ありましたらどうぞ。 

辻下事務局長 済みません、事務局ですが、先ほどのふれあいセンターの債務の関係なんですが、

総務の分とかぶってくるので、町債になってきますので、全体的には総務のほうの管轄の

部分。だからそういうことで、今回だけということでお願いします。 

中原委員長 関連することですので、当委員会に。 

田代委員 私がなぜこれを質問するかというのは、６，８８０万円、毎年５０万円ずつの返済金を

いわば減額をしながら指定管理者のほうがご苦労なさっているというのはわかるんですけ

れども、６，８８０万円からの毎年これ要るわけなんよね。そしたら、それに対してこの

建物の返済がどれぐらいかかっているのかと。そういった態度を見ながら指定管理者の委

託料というものを今後ね、その業者が云々ではなしに、そういったものをやっぱり見直す

という形の中で私は質問しているので、どのぐらいの残高があり、毎年どのぐらい返済し

ているのかということを今聞いているので、その答弁から１年間にかかる費用はこれだけ

かかっているということがわかると思うので、そういう意味で答弁をいただきたい。 

四至本総務部行財政改革課長 ２０年度の元利償還、元利を合わせまして２億６，８１３万５，７

４９円というのが２０年度におけます償還額という形になっております。残額につきまし

ては、２０年度末で１６億２，６１４万３，０００円というものが、まだ起債残高として

残っております。 

以上です。 

中原委員長 残る返済期間について答弁を求めます。 

四至本総務部行財政改革課長 平成２８年度までです。平成２８年度の償還額は６，４００万円程

度です。 

中原委員長 ほかに委員の皆さん、質疑ございませんでしょうか。 

よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 それでは、民生費については、質疑は以上としたいと思います。 

委員の皆さん、よろしいでしょうか。和田委員、よろしいですか。 

なければ、続きまして衛生費に入ります。 

決算書の７４ページから８５ページをごらんください。 
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ただし、７８ページの目、環境衛生費のうち下水道課にかかわるものはほかの委員会の

所管ですので、除きます。 

質疑ございませんでしょうか。 

竹内委員 ７６ページの委託料のインフルエンザ予防接種、これは小学校、中学校かな。小学校に

した分か、それとも今度の新しい分のやつを２０年度の予算でやったのかどうかというの

と、それと８３ページの上から９番目、ペットボトル等圧縮業務委託料というのがあるん

ですけれども、２５１万２，０００円。これは歳入のほうで出てきたんですけれども、歳

入のほうでは８５万４，７５２円に対しての、これを圧縮して売ったという収入やと思う

んですけれども、今度、リサイクル施設というのが完成することによって、この業務委託

料は減額というんですかね、減るのかどうかというのを教えてほしいのと、それと８５ペ

ージの海水取水井戸清掃委託料の１４８万４，７００円。これは初めて聞く項目なので、

それはどこの井戸清掃なのかというのをちょっとお聞かせください。 

中原委員長 以上３点について答弁を求めます。 

串山保健センター所長 まず、７６ページのインフルエンザ予防接種委託料８０７万４，７００円

ですけれども、こちらは６５歳以上の高齢者の方の個別予防接種委託料となっております。 

以上です。 

中原委員長 続いて、答弁どうぞ。 

波戸元住民部住民生活課長 まず、１点目のペットボトル等圧縮業務委託料ですけれども、今回、

今年度で建設を予定しておりますリサイクルセンター新築工事の場所に、現在、圧縮の機

械を置いているのを移設しまして、廃プラスチックのごみの圧縮とペットボトルの両方を

資源ごみとして再生のためのリサイクルセンターを建築するんですけれども、それによっ

て、このペットボトルの業務の委託につきましては変更は何もございません。今のままの

業務で回収されたペットボトルからラベルのついているものをはがしたり、あるいはキャ

ップをはがしたりと、それと汚れているものの選別の業務を今行っておりますが、これに

つきましては、リサイクルセンターの建築後につきましても何も変更はございません。 

それから、海水取水井戸清掃委託料ですが、これは、し尿処理施設におきまして生のし

尿を希釈をするための水を本町のし尿処理施設では海水を利用しております。その海水を

取水して一時、井戸といいまして一時的にためておく場所があるんですけれども、その井

戸のところにカキがついたりしますので、毎年清掃を行っているもので、２カ月に１回、

この取水井戸の清掃を行っております。 
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田代委員 今の海水取水の清掃の問題ですけど、これは今の説明で僕は理解するんやけれども、こ

れは一つの作業やと思うんよ。 

例えば、海から海水をとるために升があって、その升の掃除と、そこから行く送水管で

すね、送水管と連携しているので、今までこういう形でやってきたのを私は理解している

から認めてきたけれども、これからは恐らく、これは１個の名称にしないと、今の竹内委

員のおっしゃるような、これどこやねんという問題は出てくると思うので、できれば、事

務上の問題があるかと思うけれども、一つの事業科目にしたほうが説明しやすいん違うか

なとこのように思うんですが、どうですかね。 

波戸元住民部住民生活課長 一つ上に海水取水管清掃委託料というのがございます。今申し上げま

したように、し尿処理場では海水で生し尿を希釈しているんですけれども、その海水を施

設に入れるための導入管の取水管と、それとその取水した海水をためておく井戸と二つそ

れぞれ清掃をしております。議員ご指摘のとおり、業務内容として同じにしてはどうかと

いうことですので、来年度の予算もありますので、内部で検討もしていきたいと思います。 

以上です。 

中原委員長 ほかに質疑ございましたら、どうぞ。 

出口委員 ２点お聞きします。 

７４ページの役務費ですね、これが１５１万５，０３０円と、その部分の詳細と、委託

料、７８ページの火葬場費の委託料ですね、これは、霊柩車から始まって淡輪火葬場運営

業務委託料までの詳細をちょっと教えてもらえませんか。 

中原委員長 まず、１点目は７４ページの役務費とおっしゃいましたかね。７４ページの一番上の

ところの乳幼児医療助成費。 

出口委員 審査支払手数料、これはどういうふうな審査支払手数料。 

中原委員長 乳幼児医療の助成費について、審査支払手数料についての詳細をお示しください。 

失礼しました。先ほどまでの質問の範囲のところに当たりますけれども、委員からの質

問がございますので、答弁を求めます。 

廣田福祉部子育て支援課長 審査支払手数料についてご説明申し上げます。 

内訳といたしましては、国保連合会３，７１１件掛ける１１１．６円、支払基金のほう

に医科、歯科合わせまして１，６４７件掛ける１１１．６円、調剤に関しまして８３３件

掛ける５７．２円です。 

以上です。 
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出口委員 それがトータル２１６万２，０００円ですか。その中で不用額がですね。 

芦田福祉部長 補足で説明させていただきます。ただいま担当課長のほうから言った数字は、実際

に支払った金額の６４万６，９７０円の内訳でございます。又、決算書では当初２１６万

２，０００円の予算計上で、不用額が１５１万５，０００円程度出ておりますけれども、

これは、実支出額以外に、前年度までは大阪府医師会に対して、この乳幼児医療費の助成

制度にかかわって審査支払手数料を支払っておりました。当初予算の段階ではまだ決定し

ていなかったんですけれども、４月以降、この医師会に対する支払手数料というのは廃止

するということが決定しましたので、その分が不用額になっているということでございま

す。 

出口委員 わかりました。ありがとうございます。私の質問も悪かったけれど、申しわけないです。 

中原委員長 もう１点、７８ページの委託料について答弁願います。 

波戸元住民部住民生活課長 まず、７８ページの火葬場費の委託料でよろしいですか。 

まず、上から霊柩車委託料ですけれども、これにつきましては、町内で葬儀される方の

町が所有している霊柩車を使用する場合の運転委託をしております。２０年度で４４件ご

ざいまして、１件当たり１万４，７００円で２０年度が４４件、合計６４万６，８００円

でございます。 

次の行旅死亡人等処理委託料でございますが、これにつきましては、行旅死亡人があっ

た場合の棺代、それから仏衣、布団、骨つぼ、あと消臭剤とかもありますけれども、それ

らの必要なものの委託でございます。内訳としては細かいですけれども、今申し上げまし

たとおりでございます。 

２０年度につきましては３件ございました。地区内での方ではなくて、例えば山の中と

かあるいは海で発見されたとかいう身元のわからない方の分でございます。 

それから、次の公衆便所清掃業務委託料ですが、これは深日火葬場のちょうど古い火葬

施設がございますが、その横にあるトイレの清掃、それからあと水道施設があいたまま水

がどんどん流れていたり、便器が汚物で汚れていた等の苦情もありますので、その水道施

設の管理とあわせて公衆便所の清掃委託をしております。清掃が６，０５０円と管理が１，

０５０円、月額ですけれども、その合計額でございます。 

それから、次の淡輪火葬場運営業務委託料でございますが、平成１９年４月から平成２

２年３月３１日までの３年間の指定管理料のうちの平成２０年度分６２１万８，０００円

でございます。 
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出口委員 そしたら霊柩車委託料の６４万６，８００円というのは、もう１回の要するに運転代行

の費用として１万４，０００何ぼかかっていると。それ以外に、私またね、霊柩車の委託

料というのは、あくまでも保管とかそういう作業の委託料も含んだものであるのかなとい

うように考えておりましたのでね。 

波戸元住民部住民生活課長 あくまでも申し込まれた葬儀の際の霊柩車の回送というんですか、葬

儀場までの送迎のためにお使いいただくときの委託料でございます。運転委託料です。 

出口委員 その霊柩車は、たしかどこかに委託されているというふうに聞いているんですけれども、

そうではない。この霊柩車はどこへ置いておるんですか。 

波戸元住民部住民生活課長 保管場所は町のガレージに。運転だけを委託をしております。 

出口委員 そうですか、わかりました。済みません、ありがとうございます。 

中原委員長 ほかの委員さん、いかがでしょうか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 なければ、衛生費の質疑を終わりたいと思います。 

続いて、土木費に入ります。 

決算書の９７ページの目、都市計画総務費のうち、住民生活課にかかるものをごらんく

ださい。 

質疑ありましたら、どうぞ。 

委員の皆さん、よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 なければ、土木費の質疑を終わりたいと思います。 

以上で一般会計歳出の質疑を終わります。 

続きまして、討論を行います。 

まず、反対討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ないようですので、賛成討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

     ないようですので、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第７４号「平成２０年度岬町一般会計決算認定の件」のうち、本委員会に付託され
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た案件について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

中原委員長 満場一致であります。 

よって、議案第７４号のうち、本委員会に付託された案件は認定されました。 

お諮りいたします。 

暫時休憩することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

中原委員長 異議なしと認めます。 

暫時休憩いたします。 

再開予定は午後１時から再開したいと思います。 

また、午後もよろしくお願いします。 

暫時休憩いたします。 

（午後０時０３分 休憩） 

 

（午後１時００分 再開） 

中原委員長 休憩前に引き続きまして、会議を再開します。 

続いて、議案第７６号「平成２０年度岬町国民健康保険特別会計決算認定の件」を議題

といたします。 

本件についても本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略したいと思い

ます。 

よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

異議がないようですので、決算書１３１ページから１５９ページをごらんください。 

委員の皆さん、質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 質疑がないようでしたら、これにて質疑を終えたいと思います。 

よろしいですか。質疑ありましたら、遠慮なくおっしゃってくださいね。 

では、続いて討論を行います。 

まず、反対討論ございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

中原委員長 では、賛成討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第７６号「平成２０年度岬町国民健康保険特別会計決算認定の件」について、原案

のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

中原委員長 満場一致であります。 

よって、議案第７６号は本委員会において認定されました。 

続いて、議案第７７号「平成２０年度岬町老人保健特別会計決算認定の件」を議題とい

たします。 

本件についても本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略したいと思い

ます。 

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

では、決算書１６０ページから１６７ページをごらんください。 

質疑ございませんでしょうか。 

質疑、特にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ないようですので、これで質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

まず、反対討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 では、賛成討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

     ないようですので、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 
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議案第７７号「平成２０年度岬町老人保健特別会計決算認定の件」について、原案のと

おり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

中原委員長 満場一致であります。 

よって、議案第７７号は本委員会において認定されました。 

続いて、議案第７８号「平成２０年度岬町後期高齢者医療特別会計決算認定の件」を議

題といたします。 

本件についても本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略したいと思い

ます。 

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

なければ、質疑に入りたいと思います。 

決算書１６８ページから１７６ページをごらんください。 

質疑ありましたら、委員の皆さんどうぞ。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 質疑がないようですので、質疑を終わりたいと思います。 

続いて、討論を行います。 

まず、反対討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

     ないようですので、賛成討論を行います。 

     賛成討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

     討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第７８号「平成２０年度岬町後期高齢者医療特別会計決算認定の件」について、原

案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 
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中原委員長 満場一致であります。 

よって、議案第７８号は本委員会において認定されました。 

続きまして、議案第８１号「平成２０年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）決算

認定の件」を議題といたします。 

本件についても本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略したいと思い

ます。 

よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

では、質疑をお受けします。 

決算書２００ページから２２８ページをごらんください。 

質疑ございませんでしょうか。 

質疑ございませんか。委員の皆さん、よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

     なければ、これで質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

まず、反対討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

     次に、賛成討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

     ないようですので、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第８１号「平成２０年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）決算認定の件」に

ついて、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

中原委員長 満場一致であります。 

よって、議案第８１号は本委員会において認定されました。 
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続いて、議案第８２号「平成２０年度岬町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）

決算認定の件」を議題といたします。 

本件についても本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略したいと思い

ます。 

ご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

ご異議ないようですので、質疑をお受けしたいと思います。 

決算書２２９ページから２３５ページをごらんください。 

質疑ございませんでしょうか。 

     委員の皆さん、よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

まず、反対討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

     続きまして、賛成討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ありがとうございます。 

     ないようですので、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第８２号「平成２０年度岬町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算認定

の件」について、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

中原委員長 満場一致であります。 

よって、議案第８２号は本委員会において認定されました。 

以上で、本委員会に付託を受けました議案１０件につきましては、すべて議了いたしま

した。 

本日の審議経過並びに結果については、次の本会議におきまして委員長報告を行います
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ので、委員の皆さん方のご協力をよろしくお願い申し上げます。 

これで厚生委員会を閉会いたします。 

ご協力ありがとうございました。 

（午後 １時１１分 閉会） 
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